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圏　 　 　 　 　 イ デ ユ コ ゴ メ RK − 1 細 胞 の オ 丿レ ガ ネ ラ 分 裂 の 機 構

　　　　　　　　　　　　
〇
三 臼 高 志 、黒 岩 常 祥 （ 基 生 研 。黜 胞 生 物 ）

　 　 温 泉 藻 イ デ ユ コ ゴ メ 〈Cyanidium 　 caldariuen ） RK − 1 型 細 胞 は ・ 直 径 約 2um と

極 め て 微 小 で あ り 、そ の 細 鞄 中 に は 細 胞 核 と 葉 緑 体 と ミ ト コ ン ド リ ア を 各 々 1 個 ず っ

　持 っ て い る 。 こ の よ う な 特 徴 は オ ル ガ 享 ラ の 分 裂 や 増 殖 を 研 究 す る う え で 非 常 に 艮 い

材 料 と 香 え る 。 Percoll の 密 度 勾 配 遠 心 に よ り 細 胞 周 期 の 同 調 化 が 可 能 で あ る と い う

　利 点 も あ る 。 同 調 化 し た 細 胞 を DAPI 蛍 光 顕 微 鏡 法 に よ り 観 察 し 、各 オ ル ガ ネ ラ 間 の 分

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　裂 の 相 関 を 調 べ ta 。 吉 ら に 、 Hauser ら の 液 体 ヘ リ ウ ム 温 農 （・270C ） で の 凍 結 置 換 固

　定 法 を 用 い て 、葉 縁 体 を 中 心 に そ の 微 細 構 造 を 電 子 顕 微 鏡 観 察 し た 。

　 　 葉 緑 体 は 静 止 期 に は 球 形 だ が 、 細 胞 の 生 長 と と も に フ ッ ト ボ
ー

ル 状 に な り 、そ の

　後 中 央 部 が く び れ て 亜 鈴 型 に な リ ニ 分 裂 し た 。 葉 緑 体 が く び れ 始 め る の に 先 立 ち 、太

　さ 約 4．5nm の 繊 維 の 束 か ら な る リ ン グ 状 構 造 体 （色 素 休 分 裂 リ ン グ ） が 、 分 裂 赤 道 面

　の 細 胞 質 側 に 現 わ れ 箆 。 分 襲 リ ン グ は 、公 裂 初 期 に は 直 径 約 40n 賊 ま ど だ が 。 葉 緑 体 の

　く び れ の 進 行 と 共 に 、そ の 電 子 密 度 が 増 し 、 太 く な っ た 。 最 終 的 に 、 葉 緑 体 は 分 裂 リ

　ン グ に よ り 引 砦 ち ぎ ら れ る か の よ う に 二 分 裂 し た 。 葉 緑 体 分 裂 後 、収 縮 し た 分 裂 リ ン

　 グ は 細 胞 質 中 に 取 り 残 さ れ ta 。

　 　 分 裂 リ ン グ の 物 質 的 背 暴 を 簿 る taめ に 、 葉 緑 体 が 分 裂 を 閲 始 し よ う と し て い る 細

胞 に 、 ア ク チ ン の 随 害 剤 で あ る サ イ ト カ ラ シ ン B を 処 理 し だ 。 対 照 と し て 、サ イ ト カ

　ラ シ ン B 謹 含 ま な い 培 地 の 健 に 、微 小 管 の 阻 害 剤 で あ る ク レ マ
ー

ト を 加 え た 培 地 で も

　成 育 さ せ た 。通 常 、 It個 の 細 胞 は 、 2 度 の 分 裂 を へ て そ の 内 部 lt　4 個 の シ ス ト を 形 成

　し 、 そ れ ぞ れ の シ ス ト が 分 離 し て 4 個 の 新 し い 細 胞 と な る 。 従 っ て 、 最 終 的 に は 1 個

　ず っ あ っ た 細 胞 核 、 葉 緑 体 、 ミ ト コ ン ド リ ア は そ れ ぞ れ 4 個 に な る 。 と こ ろ が 、サ イ

　ト カ ラ シ ン B 処 理 し 、 DAPI 蛍 光 顕 微 鏡 法 で 観 察 す る と 、 細 胞 核 は 4 個 で き た の に 対 し ・

　葉 緑 体 は 1 個 で あ っ た 。 一方 ク レ マ
ー ト 処 理 で は 、 細 胞 核 は 1 個 で あ っ た が 葉 緑 体 は

　4 個 と な っ た 。す な わ ち 、 サ イ ト カ ラ シ ン B は 葉 緑 体 の 分 裂 を 随 害 し 、ク レ マ
ー ト は

　細 胞 核 分 裂 を 阻 害 し た こ と に な る 。 ま た 、 サ イ ト カ ラ シ ン B 処 理 し た 細 胞 を 電 子 顕 微

　鏡 で 観 察 す る と 、葉 緑 体 の 赤 道 醸 に リ ン グ 状 の 携 造 体 は 見 つ か ら な か っ た 。 こ れ ら の

　こ と か ら 、細 胞 核 分 裂 IZ は 微 小 管 が 関 与 し て い る が 、葉 緑 体 の 分 裂 は ア ク チ ン 様 の 物

　質 に よ っ て 嚮 御 さ れ て い る と 推 定 さ れ る 。

　　　さ ら に 、 ア ク チ ン の 蛍 光 ee・＆ 1去 と し て 矢防 れ る ・ 一ダ ミ ン フ ァ ・ イ ジ ン 染 色 を 試

　み 距 と こ ろ ．明 ら か に 葉 緑 体 の 赤 道 面 に 染 色 さ れ る リ ン グ 構 造 が 観 察 さ れ た 。 こ の こ

　と も 葉 緑 体 分 裂 へ の ア ク チ ン 様 物 質 の 関 与 を 示 唆 す る 。
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